
〈母島

マ
水
産
業
振
興
事
業

万
円

円v
帯
構
装
備
事
業
一
一
一
千
五
省
方
向

マ
勤
持
者
金
融
対
構
貴
金
賓
託
金
一

摺
一
千
五
百
方
向

円v
競
輪
溺
施
設
整
碕
事
業
〈
特
別
企
コ

計
)
ニ
壁
ハ
千
三
百
八
十
八
万
八
千
円

母
子
養
護
先
的
に
配
慮
し
、
身
障
警
広
げ
て
い
き
た
い
と
患
い
ま
す
。
に
オ
ー
さ
し
ま
す
が
、
霊
長
館
韓
議
議
議
轟
轟
拶

障

害

草

署

来

年

度

事

業

運

害

者

人

福

祉

語

、

か

ね

て

か

議

第

三

悼

と

な

っ

て

通

勤

し

て

い

き

ま

難

車

四

議

滋
め
る
ζ
と
に
し
て
い
ま
す
。
公
開
国
離
で
あ
D
事
し
た
C
み
焼
却
怖
の
最
期
制
す
。
ま
た
、
人
口
患
増
由
鳩
山
地
区
に
二
親

m
a溺
一
精
鋭
務
割
引
輔
磁
器

地
の
整
舗
は
、
市
民
生
活
に
瀦
い
を
ヰ
用
に
よ
る
白
寿
荘
が
沢
〈
完
成
し
ま
す
っ
自
白
地
区
公
民
掘
と
し
て
、
規
援
的
捕
鯨
務
綾
齢
務
総
鈴
睦
蕗
動
議
唱

え
る
ほ
か
b
で
な
〈
、
有
事
由
蕗
の
避
の
で
、
老
人
の
藤
催
、
休
輔
世
田
揖
と
し
に
も
大
裂
な
も
の
を
新
設
し
ま
す
。
都
市
基
一
盤
づ
く
む

難
場
所
と
し
て
重
要
な
編
曲
者
集
た
し
て
反
〈
利
用
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
マ
私
立
拍
措
閣
就
鐙
提
励
曹
補
助
事
葉
市
民
生
諸
お
よ
び
産
業
活
動
由
基
礎

ま
す
の
で
、
時
金
樹
林
の
掴
定
、
病
醤
梢
費
考
行
政
に
つ
い
て
は
、
消
費
者
一
槽
四
千
百
十
七
万
円

と
な
る
土
地
調
剤
計
雨
宮
雫
宮
弱
濯
に

虫
妨
除
事
業
の
実
胞
を
は
じ
め
、
生
翠
樺
謹
に
意
吾
一
用
い
る
と
と
も
に
、
責
円
V

小
学
校
務
情
事
業
二
十
時
間
四
百
五

す
る
た
め
、
盟
土
利
用
計
画
に
伴
う
市

設
霞
奨
励
制
度
目
推
進
に
務
め
ま
す
。
閥
、
魚
介
類
と
量
存
し
て
薪
た
に
青
果
十
一
万
一
一
千
円

計
画
を
構
定
し
、
土
地
の
有
効
利
隠
と

ま
た
、
五
十
周
年
を
期
し
て
、
一
一
十
顎
の
廟
売
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
ま
マ
中
学
校
獲
備
事
業
十
五
曜
四
百
七
秩
拝
あ
る
寝
備
に
帯
め
て
い
き
一
ま
す
。

二
万
市
長
田
持
議
久
し
い
総
合
公
図
嚢
た
、
地
箆
対
揮
に
つ
い
て
は
、
行
政
の
↓
一
一
芳
八
千
円

幹
輯
街
路
お
よ
び
角
川
白
整
備
に
つ

設
に

E蕃
手
し
ま
す
。

ζ
白
公
園
予
定
対
応
と
と
も
に
自
主
紡
焚
組
織
白
胃
高
円
v
小
中
学
校
テ
レ
ピ
カ
ラ
1
化
事
業

い
て
は
、
其
土
橋
時
膿
を
は
じ
め
と
し

地
は
、
市
街
地
中
心
部
に
強
さ
れ
た
睦
強
化
の
促
進
、
情
訪
問
活
動
に
お
け
る
四
千
三
宮
沿
い
十
六
万
一
千
円

て
重
点
的
に
そ
り
一
促
進
を
は
か
っ
て
い

一
四
都
市
空
間
な
白
で
、
そ
り
立
地
采
防
災
対
応
に
も
力
を
入
れ
ま
す
。
マ
公
民
館
藍
聞
事
業
四
億
六
千
二
百

ま
す
が
、
馬
九
一
号
舗
は
本
年
産
を
も

件
を
去
か
し
、
訪
災
笛
を
兼
ね
捕
え
た
マ
生
活
改
善
暴
業
住
弔
新
改
築
資
金
費
四
十
一
万
一
平
円
っ
て
開
通
し
ま
す
。
同
国
県
が
管
還
す
る

腫
設
と
し
て
、
市
民
の
体
盤
、
ス
ポ
1

吋

金

五

手

百

万

円

円

V

陣
育
施
設
藍
情
事
業
(
畏
静
ス
ポ
l

向
川
監
捕
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
か
ら

ッ
、
レ
ク
リ
ェ

l
y
a
y
B躍
堂
に
ふ
マ
社
会
福
祉
護
金
拠
出
金
五
平
方
向
ツ
広
場
)
一
千
五
言
万
円
第
六
択
拍
水
五
か
年
計
扇
が
新
た
に
ス

さ
わ
し
い
詰
づ
く
り
に
、
英
知
率
ヤ
老
人
入
資
ア
1
・

老

人

喜

助

成

事

量

輔

襲

撃

霊

童

懇

書

タ

l
ト
し
ま
す
。

集
し
盤
請
を
進
め
ま
す
。
業
一
千
百
昭
十
一
一
一
万
六
千
円
韓
親
離
諮
問
鵠
騨
増
加
す
る
駐
車
崩
需
要
に
つ
い
て
は

芸
営
住
宅
事
前
住
宅
建
事
業
マ
岩
人
福
祉
議
事
業
十
一
一
警
一
千
鞭
轟
韓
唱
覇
離
麟
市
民
プ
一
フ
ザ
喜
設
し
た
市
営
幹
事

一
一
掃
九
千
九
百
七
十
四
万
六
千
円
七
百
李
八
万
八
千
円
鱒
齢
鱗
齢
轟
齢
鞠
童
謡
し
ま
し
た
が
、
今
控
の
対
一
慌
に

芸
霊
備
事
業
三
重
手
九
百
五
マ
障
害
者
福
祉
按
助
事
業
四
曙
七
子

d
鍾
謹
麗
鶏
聾
聾
盤
聾
寵
揚
韓
首
つ
い
て
は
、
本
年
度
中
に
駐
車
場
鐙
備

十

四

万

六

千

円

九

百

四

十

万

七

千

円

建

紫

綬

済

環

境

づ

く

り

出

擦

り

指

定

宅

行

い

ま

す

む

で

、

そ

れ

マ
童
書
事
業
六
千
七
百
六
十
万

V
民
間
保
背
所
運
営
費
事
会
髭
扶
中
心
商
喜
の
活
性
化
を
は
か
る
た
ら
白
状
況
を
考
慮
し
な
が
ら
進
ぞ
い

F

助
事
業
七
曜
九
平
十
三
万
一
一
一
千
円
め
、
建
設
を
進
め
て
い
た
紅
控
町
立
砕
き
ま
す
。

マ
総
合
量
盤
情
事
業
四
十
八
擢
沼
守
護
一
事
業
思
千
苦
十
一
方
空
駐
車
場
の
完
成
に
よ
り
、
買
い
物
客
の
マ
童
書
事
業
五
檀
七
千
六
百
五

千

三

百

五

万

六

千

一

円

『

戸

制

慣

の

向

上

と

、

産

業

と

市

民

の

生

活

十

一

一

一

万

四

千

円

マ
下
水
道
事
業
(
特
別
会
計
)
四
十
マ
梢
防
施
設
整
備
事
業
九
千
九
百
五
文
化
と
が
一
部
化
し
た
ぶ
れ
あ
い
の
覇
マ
幹
錦
道
路
散
良
事
業
ニ
槽
六
千
五

一

寵

一

千

一

一

百

万

円

万

六

千

円

で

あ

る

市

民

プ

ラ

ザ

の

間

開

設

、

あ

る

い

百

万

円

マ
都
市
下
水
路
整
嬬
事
業
一
億
八
千
守
交
通
安
全
掘
設
等
欝
捕
事
業
一
一
一
千
は
辞
車
道
白
カ
一
フ
1
舗
装
化
な
ど
、
ハ
マ
関
川
整
備
事
業
四
千
三
百
八
十
一

五
百
十
一
一
一
万
六
千
円
四
百
四
十
万
円

l
ド、

y
フ
ト
の
両
街
に
わ
た
D
対
粛
万
一
一
千
円

マ
排
水
路
整
情
事
業
一
一
一
憶
七
言
弓
万
マ
国
民
爆
展
開
融
事
業
(
特
帥
刷
会
計
)
在
講
じ
て
、
ま
す
。
マ
土
地
区
翻
整
理
事
業
一
千
四
百
一
一

一

一

一

一

一

号

「

襲

撃

事

業

率

一

手

量

望

書

高

霊

ι揮で
は
、
警
察
白
書
十
一
万
七
手
向

訟
覇
輯
繍
聾
瀦
輔
鰯
瞳
覇
龍
野
モ
デ
ル
事
業
お
よ
び
営
農
団
地
盤
捕
事
マ
駐
車
璃
慈
犠
事
業
二
億
八
千
三
十

富
来
車
童
五
和
五
+
七
密
度
の
妻
、
三
月
富
市
費
甘
議
決
さ
れ
ス
占

i
Lし
千

百

四

十

万

八

千

円

舞

鱒

繍

韓

輔

轟

業

主

推

進

し

、

新

た

に

芸

品

目

地

壊

活

万

五

千

円

均
一
般
会
計
の
当
初
予
算
均
一
一
若
手
一
一
億
八
千
五
音
宅
玄
む
と
こ
ひ
ら
い
主
高
年
』
と
、
と
ろ
さ
み
量
処
分
地
盤
情
事
業
一
議
離
議
議
離
審
離
醐
霊
薬
事
業
主
め
、
重
経
営
む
マ
都
市
改
造
事
業
(
特
別
会
計
〉
十

f

t

六
千
六
百
五
十
一
高

J
i
!
…;磁

合
わ
せ
も
で
吉
で

5
5、

第
一
一
次
総
豊
富
田
量
じ
に
さ
き
皇
制
歯
の

E

A
処

理

描

設

整

備

事

業

一

議

ハ

欝

離

襲

撃

同

時

出

品

目

刊

誌

一

一

一

警

手

軒

下

?

に
重
る
章
、
活
力
あ
る
福
祉
社
告
義
富
指
し
て
、
積
極
療
の
予
算
繍
成
と
な

q
毒

化

ず

る

市

民

千

九

百

四

十

一

万

六

千

円

教

主

義

環

境

づ

く

り

を

巨

掃

し

ま

す

。

職

曜

講

韓

晴

購

騨

一一

15ζ
た

え

よ

う

と

で

い

季

五

た

、

露

五

十

車

主

記

念

し

て

各

種

の

蓄

を

金

号

、

本

雨

量

量

豊

喜

善

童

書

学

校

施

設

の

整

備

で

は

、

率

第

四

マ

中

小

企

業

薬

事

業

一

一

覆

八

百

一

一

一

審

車

撃

曜

の
大
量
密
に
ふ
苦
で
い
も
喜
め
て
い
ま
す
a

実
関
喜
一
一
話
に
掲
載
し

tzz
覇

議

運

護

婦

旭

小

学

校

の

新

設

と

義

第

一

一

一

一

豊

中

十

九

万

一

…

一

千

円

鱒

鋲

欝

轟

彦

監

験

豊

富

雪

算

規

模

は

?

と

八

・

2び
と
な
b

警

護

審

覇

轄

鑓

鰭

韓

日

諸

問

団

内

日

間

二

九

九

日

号

室

一

千

百

八

議

づ

く

り

の

推

進

雲

喜

一

言

辛

ニ

摺

八

千

苦

手

。

ま

た

、

室

長

、

市

事

擁

韓

盟

問

罷

j
j
i
i
大
野
中
学
校
の
校
舎
帯
電
改
築
喜
マ
七
夕
ま
つ
り
開
催
委
託
重
一
辛
抱
返
事
長
と
な
る
重
量

丹
、
競
輪
車
業
ほ
か
八
つ
の
特
別
企
使
罵
魁
お
よ
び
孝
重
な
ど
の
自
主
認
轍
時
離
輔
講
謹
輔
混
福
祉
社
会
環
境
づ
く
り
じ
め
、
学
校
プ
{
ル
も
五
校
撃
事
選
九
百
万
円
へ
の
対
応
、
ミ
一
一
コ
ミ
紙
昭
一
増
布
、
あ

が
一
千
一
一
笥
一
宇
一
露
千
四
世
田
十
四
万
票
七
千
八
割
、
震
草
案
市
鍾
轟
轟
轟
轟
野
地
域
福
祉
白
拡
在
つ
い
て
は
、
福
め
ま
す
。
妻
、
霊
童
小
学
慢
の
マ
農
業
握
興
事
業
一
摺
七
百
十
二
万
る
い
は
揮
官
量
金
制
度
な
ど
地
警

千
円
、
病
院
事
業
品
幸
四
十
五
億
白
書
草
喜
怒
一
回
・
ニ
警
生
活
申
書
づ
く
り
社
基
金
白
第
二
年
富
田
拠
出
を
官
官
建
設
肩
掛
に
つ
い
て
は
、
国
有
関
空
一
一
一
千
円
動
に
雲
南
い
ま
す
。

千

ニ

百

ギ

ナ

七

万

円

で

一

、

韓

議

七

百

す

と

と

も

に

、

本

年

度

か

ら

基

金

由

果

実

い

下

げ

に

伴

う

延

納

払

い

方

式

に

よ

り

マ

宜

肉

セ

ン

タ

ー

施

設

整

情

事

業

(

特

マ

地

壇

活

動

推

進

事

謹

一

平

四

百

八

十
九
議
七
手
蕊
九
十
一
万
九
千
円
に
そ
れ
で
は
、
予
算
に
綴
り
込
ま
れ
た
公
営
住
宅
の
建
設
は
、
同
村
官
自
前
に
よ
る
活
動
が
可
能
と
な
り
ま
す
白
取
得
す
る
考
え
で
す
。
別
会
計
〉
ニ
憶
八
千
七
百
九
十
岱
万
円
十
四
万
五
千
向

坦
ま
し
た
。
烹
な
事
業
に
つ
い
主
紹
介
し
ま
す
。
住
宅
の
建
て
替
え
事
業
者
間
引
き
続
量
進
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
青
属
と
支
生
産
教
詩
に
つ
い
て
は
、
そ
の
中
心
マ
土
地
改
良
事
業
一
一
一
憶
六
千
五
万
八
マ
市
制
施
行
五
十
閏
年
記
念
事
業
七

一
般
金
計
は
、
間
年
度
労
初
予
算
と
め
ま
す
が
、
入
居
に
療
し
丈
は
者
入
、
援
な
ど
地
域
に
担
差
し
た
福
祉
活
動
の
的
役
割
を
果
た
す
中
央
公
民
館
が
七
汚
千
円
千
七
百
九
十
七
万
一
-
一
千
円

ト

人口 21喜，ヰ告書人
t量挙 or参事41鐙帯
(57年 3月 1日現桂つ

一
千
一
一
一
百
五
十
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i高君主力を発議

つり
会飯島貿礎 4Jl29日 S 時40分~9時'30分

鋳金式のセレモニ}でヌアーJレス刀クト?っf演講ずる。

4月29日 9時10分
官民の木「くすの吉Jと黒松を撞えるo

*綴木市 4 Jl29S~5 月 1 日 9時~18時
県内はもとよ野県外からも植木鐙さんが出屈する。

会草花鉢物館斑 4 月29S~5 Jl 1日 9時~18時

市内壁鹿沼臨空中tらに鉢輯在呈日開ずる.

会輔の相談室 4}寺29 毘 ~5 月 1 S 9 時~l6l時
平壇幾業改良欝及所由職員が相談に応じる。

合 IS動物村 4月29S、5月 1日 13時~16時

クサギ、ロパなど1∞l1!i.がやって〈る。雨天中止。

会単語づ〈田教室量 4 Jl29日 10時~16時

子供たちを対象に関心掛部費4∞円。

合轟林コーナー 4 月羽田~5 月 1 日 1眠時~16時

平塚営林署によ!J轟林の動曹をパ主ノレで紹介する。

合黒土捕料配布 4 Jl30日、 5Jll臼 9時~

先着j績にピエ」ノレ袋1袋を配布する。

会花の磯子配布 4月29呂、 5月 1日 9時~

先着目置になでしこむ種子を無棋配布する。

会植木のセリ市 5月 1El 12時3出合~

業者持ち寄Eつの植木をセDによ台売り渡す.

1告書寄贈麓木配布 4月初日 13時~

寄婚されたZ車京在卦潜淑に撫棋配布する。

会輯佑聾膳式 4月30日 13時30分~141時30分

教宵品館で緑化コンクーノレ入構者等自費彰在行う@

*
市
長
坪
落
に
潜
い
と
撃
か
さ
を
与
え
る
大
切
な
隷
秒
守
り
育
て
て
い
く
た
め
、
四
月
一
一
十
一
一
百
か
ら
ム
ハ
月
、
*

*
十
八
田
ま
で
を
「
審
の
膿
化
湾
問
」
と
定
め
た
。

ζ
れ
に
あ
b
せ
て
「
第
九
回
緑
化
ま
つ
り
」
が
四
月
一
一
十
e
*

*
お
尽
か
島
五
月
ゴ
固
ま
で
の
一
一
一
日
間
、
八
婚
山
八
ム
留
守
関
か
れ
る
と
と
に
な
っ
た
。
今
時
は
市
制
五
十
淘
犀
*

*
事
充
、
こ
れ
秒
記
念
し
て
霊
の
市
民
的
木
「
く
す
の
き
」
と
市
民
の
花
「
な
で
を
」
が
制
定
吉
れ
*

*
J
た
。

P
育
て
ょ
っ
萄
木
に
釆
来
由
事
的
せ
て
M
M

大
切
な
幅
削
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
〈
D
に

な

協

力

を

.

*

提
化
ま
つ
り
町
一
品
目
潤
と
な
る
八
噛
山
一
い
て
相
談
者
究
げ
る
。
一
め
、
顧
問
土
、
署
捜
盟
会
配
布
音
訴
儲

公
開
同
で
は
、
県
内
は
も
と
正
り
埼
玉
、
一
を
の
ほ
か
会
場
で
は
、
模
範
花
壌
の
一
し
て
い
る
。
と
軍
族
お
そ
ろ
い
で
む
来

静
陣
、
速
く
は
大
阪
か
ら
掴
木
鐙
さ
ん
一
一
展
示
、
高
林
コ
ー
ナ
ー
、
巣
箱
づ
ノ
踊
を
。

な
苫
か
百
四
活
舗
出
活
し
、
植
木
市
や
一
教
護
を
は
じ
的
、
子
供
た
ち
に
親
?
な
お
、
四
月
二
十
九
百
は
、

草
花
鉢
物
即
売
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
聞
か
一
れ
て
い
る
ヲ
サ
ギ
、
ロ
パ
、
ヒ
ツ
ハ

れ

る

.

一

ど

の

一

自

動

物

村

が

闘

か

れ

る

。

ま
た
、
撮
り
晶
相
訣
蜜
を
一
環
語
、

ζ

れ
{
訪
れ
た
治
民
の
み
な
さ
ん
に
は
、

か
ら
む
樹
木
、
草
花
田
植
栽
管
理
に
つ
-
民
の
花
「
な
で
し
己
」

露
五
土
ノ
ベ
霊
童
で
霊
じ
て

い
た
消
防
署
金
宮
出
張
務
新
庁
舎
が
、

ι目
ほ
ど
霊
長
聖
始
め
た
。

潟
防
馨
金
官
出
世
間
所
は
、
昭
和
田
十

四
年
四
月
、
消
防
部
第
+
九
分
団
庁
骨

塁
手
括
経
U
ず
い
た
が
、
市
内
治

務
部
田
急
岨
棋
会
発
展
の
た
め
、
総
合
問

委
滋
に
よ
b
霊
移
転
た
も
由
。

ζ
れ
に
よ
鈴
、
金
呂
地
区
の
消
肪
力
が

一
段
と
菟
実
強
化
さ
れ
た
。

・
所
在
一
用
金
目
一
一
一
五
六
i
一

・
構
造
鉄
筋
コ

y
夕刊
μ
lト
一
一
階
建

て
〈
一

一
億
千
一
一
一
百
八
十
四
万

市
民
網
棚
談
窓
一

m
l
一
一
一
一
内
綴
二
九
三

〈
〉
人
権
法
樟
格
談

{
4両
月
初
日
門
市
ハ
〉
、

5
h月
4
日
〈
火
〉

。
行
繋
闘
情
栂
柑
蹴
{
臼
時
i
話
時

。
一
融
法
樺
掲
緩

5
月
自
白
〈
木
)
、

5
鳥
羽
白
小
中
八
〉

予
約
制
(
電
話
で
も
可
〉
、
日
日
時
j
M山時

。
宅
地
建
物
椙
談

4
月
幻
臼
(
火
一
〉
ね
時
f
m時

予
約
制
(
穏
謡
で
ゑ
可
〉

。
登
記
、
棋
託
、
滞
緩
穏
讃

5
月
H
日
〈
金
〉
、
日
時
1
初
勝

。
住
宅
椙
殻

4
月
初
日
〈
穴
)
刊
日
時
1
日
時

〈V
下
一
務
取
引
巡
間
出
品
っ
せ
ん
栂
談

4
月
刊
品
目
〈
木
)
お
時
泊
分

ー
お
時

。
定
制
年
金
調
相
談

5
月刊
U
S
〈
木
〉
ぬ
時
1
お
時

。
…
融
市
農
相
談
拒
週
間
月
水
木
金
司
蝿
河
川
、

9時
I
お
時

〈
〉
消
費
生
活
穏
談
揮
通
告
閣

g
、
羽
時
1
時
時

。
発
明
考
案
特
許
相
談
6
月
7
日
〈
月
)
叩
持
1
5時

噛
青
少
年
穏
談
内
主
(
閉
民
セ
ン
タ
ー
内
)

叫
掛
七
一
四
一
一
一

月
1
金
鴫
自
9
蒔
品
噛
四
緑
土
曜
留
は
日
時
ま
で

福
祉
会
鐙
お

i
一
一
世
一
一
尚
一
三

。
心
配
吋
い
と
調
融
制
鰐
週
月
曜
日
〈
揮
五
世
絵
ふ
誌
面
吋
i
刊日時

。
母
子
霊
毎
週
月
《
λ
露
関
羽
9
時
1
話
時
罪

。
家
議
兇
議
相
談
毎
週
間
月
f
金
問
百
9
時
l
苅
時

。
高
齢
者
職
難
栂
桜
毎
週
月
i
金
議
自
9
時
め
今
》
話
時

土
曜
日
は
ロ
時
ま
で

摺
開
市
合
問
朝
相
談

4
舟
お
日
〈
金
U

日
時
i
羽
時

平
車
駅
北
口
受
番
前
パ
ス
の
中
で
棺
経
常
ι
費
け
右
，



三
万
定
例
市
議
A

間
が
一
一
一
一
月
一
門
口
か
ら
二
十
六
百
ま
で
四
日
穫
で
開
聞
か
れ
、
五
十
七
牟
度
自
予
罫
〈
)
置
明
治
介
)
中
条
開
改
定
な
ど
一
一
十
八
議
案
が
上
海

事
安
が
襲
警
持
決
杏
れ
た
。
今
泊
は
特
に
、
五
斉
に
オ
ー
プ
ン
す
る
東
部
福
祉
品
輸
世
田
一
霊
の
童
や
中
央
益
警
名
称
な
ど
り
条
例
と
、
富

ヤ
ジ
タ
ー
や
臨
時
世
態
ホ
ー
ル
白
使
用
粍
糟
掃
苧
致
輯
な
ど
の
前
章
五
げ
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
定
関
市
議
ム
闘
の
闇
帯
臼
に
、
県
企
奨
庁
が
賄
工
じ
た

訂
巻
町
立
母
駐
車
場
の
不
動
箆
取
揮
に
つ
い

τ記
縫
揮
古
れ
、
可
決
さ
れ
し
い
る
。
主
な
内
容
は
次
的
主
m
A
h
u
。

も地購神駄

S
同
月
目
白
か
ら
利
用
で
き
る

捌
高
齢
化
社
告
に
対
応
し
、
市
制
五
十
だ
け
る
。
ま
た
、
隣
接
に
大
禅
耕
地
を

J

閣
年
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
大
神
地
脅
し
て
お
り
、
ゲ
i
ト
ポ
i
ん
や
輪
投

曜
区
毎
号
て
見
、
宙
開
部
福
祉
会
館
げ
帯
も
で
き
星
。

問

自

霊

が

完

成

主

。

開

館

は

、

五

月

十

奇

主

事

叩
己
申
施
設
は
、
銑
筋
コ
ン
ク
リ
J
1ト
定
し
て
い
る
。
六
+
議
以
ょ
の
方
は
揺

制

造

幻

二

重

て

(

一

部

一

一

ぎ

て

延

季

望

書

留

る

方

議

撃

叫
袖
ベ
窃
穣
は
二
六
九
・
一
回
平
方
討
、
綬
等
で
と
利
用
で
#
る
。

骨
量
盟
問
は
約
一
一
一
帽
季
五
百
高
事
実
老
人
ク
ラ
ブ
語
障
で
の
な

破
る
。
ゴ
ミ
焼
却
場
の
鼎
聖
書
主
利
潤
は
、
五
月
分
に
限
品
亙
平
臼

鵬
嵐
百
は
書
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
か
ら
四
月
一
一
一
十

E
E申
し
込
み
を

D
、
ト
イ
レ
や
ス
ロ
ー
プ
な
ど
伊
能
感
受
け
付
け
る
。

し
、
帽
陣
瞳
百
四
あ
る
方
に
も
と
利
用
い
た
・
由
帯
忍
寓
話
弱
七
一

0
0

弾
祭
費
に
つ
い
て
私
巣
下
各
市
臼
状
況

を
一
考
棒
レ
て
、
四
方
向
を
rn万
円
ド
ι引

き
王
げ
#
」
。

門
膳
制
調
物
の
処
理
お
よ
び
清
捕
に
憶
す

る
晶
例
由
一
部
改
定
〕

清
掃
壬
薮
棋
は
、
五
十
五
年
四
月
一

自
に
改
乏
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
の
藷

紅
〈
市
町
の
一
番
街
と
浮
世
会
埴
り
白

カ
ラ
1
舗
装
T

挙
が
行
わ
れ
、

ζ
白
ほ一

ロ
』
月
日
出
に
充
。

ζ
れ
は
、
開
明
る
い
v
j
E
ッ
ピ
ン
グ
道

路
を
つ
く
っ
て
師
魅
力
あ
る
街
ぶ
旨
ふ
ふ
っ

と
、
平
場
市
と
商
居
衝
が
協
力
し
℃
行

っ
た
も
申
告
、
鮪
ヤ
事
費
平
込
白
一
一

十
万
円
四
う
ち
材
料
費
四
百
二
十
四
万

円
は
趨
五
日
間
活
街
宣
負
担
レ
て
い
る
。

レ
Y
ガ
色
仁
化
粧
直
し
し
た
務
部
は

プ
ロ
ッ
ク
で
、
と
乙
ろ
ど
と
ろ
一
に
交
逮

揮
戸
市
が
嗣
〈
燐
か
れ
、
レ
ン
ガ
告
白
し

ゃ
れ
た
路
認
に
彩
り
ι

を
添
え
て
い
る
。

租櫨酬命

弘司

平揖市では、罷うlf;J'{スを利用して、市内的主な

施設を見学Tる、施設見学金者行っている。

む希望。E耳障は、串めに申し込みを。

なお、個人者対識とした施設見学会は、追って

事事聾するので、しばらくお持ちいただ吉たい。

。重参加盟措 市内に在住、疫学、

ずる窃障。ただし、初参参加の石

で、事暴力E経験のある在軍部は、なるべく c遅諒雷、騒

いたい。(申し込み事散由時は抽選〉

。興施8"ヅミス予約等由勝障で、む帯主墨に添えな

いζ ともある自で、む了主主者。

。晃等地覇所。市内のotな筋韓

東申し込み、問い合わせ先ゐ市広報課広報保曙

話23-1111 内腫 315

いつどζ で交通事設にあうかわからない今日吉あD
ひとたび事故にあうと本人のみならず、家族自方々に

続時的な打撃を与えます.そ己で、 ζ のようなと曹に

市民のみなさんで動け合うための制度です。

Q加入できる方々平車市に住み、住民登録自ある方。

0加入の申し込み市交通安全課および市内の劃融機

関に申込用紙がある1J>ら、必要な事項を記入し掛金

を添えて申し込むと加入者証をお渡しずる。予約受

付は、 4月 1日から 4J'l30日まで。

。共清の掛金fま。大人 4田円、身障者、糟帯者、老人

は300丹、小人200円〈ただし、中学生まで). 

0対韓となる事按 自動車、自転車、荷車、電車など

o見舞金は死亡 1田万円、 31)>月以上67'1丹、 11J>

月以上2万 5千円、 1週間以上1万円

。問い合わせ交通輩出註課電話23-1111内組254



ら

輪投げを揮しむ子眠たち。入るかな

争

マ
-
例
辱
白
乙
と
な
が
ら
1

審
に
な
る
と
あ
き
巣
や
忍
び
込
み
な
ど
白
「
侵
天
務
」
や
、
自
転
車
・
オ
ー
ト
パ
ム

マ
イ
議
な
ど
っ
乗
物
疫
の
披
露
が
函
立
コ
で
多
く
な
D
、
ま
た
、
少
坪
一
由
理
行
も
揃
唱
え
て
く
る
。
務
察
で
ム

マ
は
、
四
月
一
一
土
台
か
盗
五
月
五
百
ま
で
暴
に
「
審
白
訪
犯
逮
溺
」
期
間
亡
、
予
防
護
問
活
動
に
あ
た
ム

マ
る
己
と
に
な
っ
た
。

門
優
ズ
議
後
紡
ご
う
〕

教
-
患
車
は
、
火
災
・
地
譲
そ
自
由
の

災
害
に
よ
る
傷
病
者
、
ホ
(
通
事
故
、
駅

な
ど
公
衆
の
出
入
り
す
る
場
所
で
四
一
揖

病
者
、
議
内
で
の
事
故
〈
ガ
ス
中
器
、

熱
号
、
急
病
な
と
号
、
暗
に
溺
羽
な

擬
送
手
段
が
な
い
蝿
告
に
制
隔
で
き
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

ζ
の
よ
う
な
緊
急
事
轡
L
救
急
車
を

必
要
と
す
る
市
民
が
お
ら
れ
る
ζ
と
を

考
え
て
い
た
戸
主
)
、
緊
急
に
描
送
す
る

必
要
の
な
い
揮
病
者
、
タ
ク

vyi内、マ

イ
カ
ー
で
搬
送
で
お
A

品
醸
病
者
は
、
救

急
車
を
使
わ
ぬ
よ
う
む
協
力
を
。

。
救
急
車
寄
呼
ぶ
と
き
は

一
一
九
番
が
通
じ
た
ら
、
簡
盟
副
開
聞

に
落
ち
着
い
て
知
ら
せ
よ
う
。

e

遇
措
者
四
氏
名
と
竜
謡
選
号

-
町
名
、
番
地
と
、
わ
か
り
や
す
い

瞳
鞠

@
揮
弱
者
の
敬
、
性
同
刷
、
年
齢
な
ど

・
構
病
者
の
容
態
、
状
況

一
一
七
月
二
十
八
日
か
晶
画
開
帯
し
て
い
た

ん
ホ
ッ
サ
Y
ス
ま
つ
り
は
、
い
ろ
い
ろ

な
群
が
撮
り
広
げ
ら
れ
四
月
四
国
間

蒋
ど
れ
z

ζ

め
ん
ホ
ッ
サ
ン
ス
ま
つ
P
は
、
芸

姉
、
文
化
、
商
業
守
、
ッ
ク
ス
杏
れ
た

新
レ
わ
ま
つ
り
で
、
時
窓
会
連
合
告
が

昨
年
か
今
知
的
た
も
自
で
あ
る
。

ζ
と
し
は
前
半
が
持
管
付
け
で
会
場

者
盛
白
上
仔
土
苛
が
料
用
し
た
一
一
一
日
、

四
日
に
醤
種
m
y行
事
伊
繰
り
広
げ
た
。

一
号
日
は
、
午
桂
一
時
か
b
T
y
r
シ

麗
パ
レ
ー
ド
や
究
通
安
全
運
動

mvh吋

び
か
け
な
p
h
m符
わ
れ
た
あ
と
歩
行
者

天
国
が
苅
用
し
て
輪
投
げ
な
辛
十
供
た

ち
を
長

L
ま
せ
る
待
事
が
行
わ
れ
た
。

車
時
日
由
民
自
は
、
三
百
五
葉
大

会
や
動
物
村
な
と
ど
ζ

史
蕩
も
大

盛
田
掛
~
っ
た
。

議

;言i
iii 

警吾

13' 00-14 ' 30 
中央農協北金自意揮

東中原公箆館

横内公民館

袖ケ棋会館

四十瀬川沿匡罰

花木公民鶴

大野公民館

金a公民館

中原公民館

八幡自治会館

揖晶公箆宣宮

再軍畏公民占E

百 30-11'30 
金包公民議富

明石町公濁

田村^坂神社

横内公民館

諏訪町会館

なでしζ 企館

幸四月見町公豊富

花京公民館

大野f公民館

金田公民館

凶之宮北向観音堂

中原公民館

徳延神社

八舗公民重吉

平揖保健所

富士見公民豊富

4月16臼
c.. 17臼

，j; 19日
夕 20日
?-' 23臼
v 24臼
v 26臼

v 27日
v 28臼

タ 30日
5月 1日

夕 4臼

'" 6臼

'" 7臼

'" 8日
夕 11臼

警§♂
会72
I主主

i-~ 

E構蕃地盤1
4月初日-218 立野町田Z内会

4月22日 見的街町内全

4A23日錦町町内会

4月248 追分みと幻晶、臼本住宅公臼
平壇窃地自治会、東京ガス平
壇アパート自治畠

4月26自 由間町町内会、宮拡前自治虫

4月27臼 宝町自治晶、震の前宮治虫

4月28日 現右前晶、紅谷町内金

E旭地底3
4月308-5A 1臼下山下宮治金

5月 4臼 上山下自治金

5月 6日-7日万a自惜金

5月 8日高祖密治会

5月10日-11日出縄自治金

5月12日曜 夜 間 宮 治 会

5月148-15臼向内自治会

5月178-188 公所由惜金

狂犬病予紡注射日程表

。と き 4月2害関〈主主〉午後詰時開害者

く〉ところ市察官z ンタ-*-!~

。ゲスト 救護軍ま島幸喜 CRCA)
.主主沼会場での議ぴ)¥lJ大歓迎f

・入場者会員に記念識を綴議〈先着15∞人〉

また、強せんによ呂、特紫、窓録音培潟機、高級

家典、ギター、そむ他譲帯構品7担当たる和演しみ

拙せん晶もあlJます。む近所おま茸L合わせのう

えc来湯〈だ吉I!、@

王監暢 平樺市労鋤諜興行事寄屋建轟

逮絡先勤労金銭矯重量殺-3絡事

春になると庭木や花壌に欝虫問実浅しま

す。雲害王町立串めに癒絵しましょうe 公豊富擢旭

豊認では、防験用の器具の貸し出しをしていま

す。 c:利用ください。制剤したい方は、公豊富

轄地調縛政係へ事前tこ連絡昔。

器異は、背負全自動型で、{使用郊に十分E正力

を加えておくと、伊業中に圧力をかける必要

が或〈女践の方でも使潟できる錯異です。

申これから勢生ずる窓な曹車

(D~フメケム2ノーサクラ、ヤナギ、ポプラ

②アブラムV...リクメ、 :tJイ}付夕、カエデ、

ボケ等

③アメHカシロヒト』ーペサクラ、プラ占ナス

<Iチャドクガ ...yパキ、サザンカ
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57年度体膏事業計画
5月11日 第 9閉掃人卓球大会

5月25日 第 2白ゲートボ}ノレ式会

6月 婦人イ Y
6月 4日-6日

6月13日
7月-9月

7月 4日

7月31日-8JJ3日 第19沼少年野球大会

8月22日 第四回少年少立水泳大企

9月 5H・12日 第31@]市主主結合体育大会

9月28日 算 12@]購入テニス大会

10月-11月 ナイター'/7トボーノレ大会

10月-12月 婦人樟力づくり教室

10月17日 第111自少年少女声五軍大会

10月22日 第26回帰人パレーボーノレ大会

10月31日 執の市民ハイキング

11月14日 月例少年少女マラYン大会

11月21日・ 28日 第19回実業臼部宵大会

11月29日-12月 4日 社交タ・ンス議寄金

12月12日 月伊沙〉年少女マラYン大会

1月-3}J 掃入品力づく D教室

lJ'l9H 市内地区対抗駅伝競走大会

1月168 市内実業給対抗駅伝競法大会

1月23日 月例少年少女マラソン大会

2月 4日-8 el 講31回市民スキ~講習会

2月20日 月間少骨ノ少女マラ，/y大 会

3月 6日

3 J'l13自 第13回少年少女マラユノン大会

E有料施設3

・民間曲部背鰭パスケットコート 4翻 1時間 1n罫 180fIl 
・見的自畳む草舗 道場開館量数 1時間 120fIl 
・桃揖前底習場硬式帯用コ}ト 6il罫 1時 間 1コート 120向
。軟式庭環境軟式尊煎コート10薗 タ 121lfg 
-新釘軟式野球場野球揚1宮罫 1時 間 250河
・玉櫛住巡重力広場野克信書1密 タ 250円
z 江理場中夜関長官溺 野球、サッカ-回 3，0{沿円
*太博中夜間照跨 ? 1白 3，筏〉百円

E鱗料施絞3
・市淀スボ-y広揚野主財語8菌、サッカー揚2葺罫

B 主義理欝スポ-y広場 野主総量2il罫
'i'll之宮スポーY広場少々帯主怒覇1菌、テニスコ}ト 2毘

事桃揖lllJ得議場射湯、約書華

出申し込みについては骨時考課〈電車産531一軍混合〉へ

畿でも自由に寿司j常できる。輔自は軟式テニ

スもパレ 、パト字ミY トy、覇支求、パスケッ

ト。パドミントン、卓球のラケット、主/~ト

ル、ボールは各自陣容とするφ

4 }号2容認〈湾〉 午後 1特~事特

5月10日 CJj) 11 

5号24怒()寺〕グ
斑軟式テニス13時へ 161静まで。

パ レ-16時~耳滞寺までe

なお、理事訪くてコ〈上ば書〉と運霊童坊ので嘗

る産量懇で酔朝するにと。

銀主語 樟膏霊療 費量瀦31-3綴喜



あおぞら号の巡回日韓

事星空量曹 I 4月初日、 5月羽田

減量豊国公民銀 I 4月20日、 5月18日
高田村ちびっ子広溺 I 4Jl21目、 5月四日

誠晶公 民 館 I 4}司22日、 5月 S白

出荷輔公演怨 I 4 Jl22日、 5Jl6自

民金問公民館 I 4月23日、 5Jl7日

土麗 小 学 校 I 4Jl27日、 5.Jlll日
出宮沢公民鎗 I 4 }l27日、 5}l1l日

減措延小学校 I 4 }l28臼、 5月12日
斑万国民場市盟主主主宅 I 4月初日、 5fll4日

ふ巴み野団地集会所 I5月 1沼、 5月15日
金院 小 学 校 I 5月13呂、 5月27自

民みずほ小学校 I 5月13白、 5月27日

開設f時間は.13時初分から14時四止分まで。た

だしふ巴みの路地燦告揖は14時 iJ'ら 15時ま

で.来日間主15時から16時まで。(雨天のとき

は中止〉
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菊作 9の講習会

大輪菊田培聾と穏勧作りの講留金者

llIlきます。

とき 5月16臼(日〉
午控 1 時~4時

ところ 主義蓑公民鎚

2階ホール

ー講部竹京庄太朗氏

会菊速神第111支部長

東講習金』こむ出席の方には、大事専の

苗を 2鉢ずつ無料で差しょげますの

で、初心者の方お誘い合わせのうえ

お出かけください。

担 当 商 工 課 観 光 係電話23-1111

I1!lHlI!..IJ、鋭文学!UIII!IIII

タ侠え天使 高橋玄洋

スーパーゴ旦ラ A叶本久三王
家族の肖懐 ノレキノ・ゲィスコンテ

関帯ベノレは華やかに 有吉佐和子

世界は疲滅主主持っている 赤111次郎

血の事節 小県警葉子

極楽往生 佐藤審夫

お Dひめ物語 滋見事子

友人たち白殺人 佐野洋

危換な購入 トマスパーガー

金品復む唄殺人事件 璃漆栄

写揖暗殺 今江祥智

人形置お仙 多岐111恭
拍車ねえさん下 花王ま箇

謎白テンプラ中佐 盛田良雄

吉l?げな〈噌いやっ 武田淳一部

帯四鼠 霊軍事正次

飼われた努 事舵j防毒

事中奥 地按疋太郎

武貝.IJ天、三、四 原古代

川 111111~家庭生活IlIH I!H

日曜手づく bの味入門 佐幸正行

己どものかかDやすい病気長尾大

山革、栽培のアイヂプ

ブゲーヂジライフ編

フライ、パターン I 沢田賢一郎

シンセサイザーζζがポイント

白山世一

祝撞袋の使い方とおもてが吉の書き

方 舟海出版

勝義の決め方 呉情療

イヲナ自釣D方 飛悶光笥

ヤマメ、フィッシング しばた和

セントポーvア 文化出版局

ブンチョヲD飼い方、ふ崎やbし方

大久探臼

"川UlI川"口1伐&社金制学そ¢拙H川z刊山"引1

話しζ とばの撞摘 稽沼嬢

ナくぐや使える企議珪滋草行桁 ジヤツク.

コーノレ蕃

昭和伝説、間揮和夫、武田扶失と甲

斐よしひろたち 宮博一誠

雑学もむしり読本 支自遇策j

立ところの帯いかた 新藤〈み

日本人とフランス人 舛添要一

意外性的男白告白 山金和博

世界自聾華客船 中村庸夫

会コーラス教室主

ロシア民務者中心に講し〈歌おう。

ー期日 5 月 7 日~5 }l28日〈龍週金曜日〉

・時間部時~21時

指事野内光劉民

・対象青年 20人

女金管楽器教室~中級編~

金管損器むアンサンブル者講しもう。措器

削臨別指揮もする。揖器を持参歩のこと。

・期8 5 月 12 臼 ~7 月28 尽〈袋詰車水曜日〉

・時間 19時~2昨時30分

指帯片窟曹人民

・封書裂 青 草 15人

女体力づくり教室

一魅力晶るからだづく担ー

より聾し〈総力的に、そしt鍵策に。素敵

なプロポーシ玄ジに変身しよう a

-耳耳目 5 月21 日 ~7 月 9 日仁毎週金植田〉

・時間 19時~20時30分

・指導東海大助教授溜立構民

対室長青年 20人

女おたのしみ子供大会

騒動の名作朕E曹と、ゲ}ムで揖し〈遜なそ

う。

・耳耳目 5月初日4 く日) 13時~15時

・対諌親と子 100人
女催し物申申し込みは、電話かむ来館在。

合体輯自衛塵月間母、 5}l4目、 5月 6日
食膏J少年金銭

午254浅間密T12-41 議緩32-7029

女体験学習「草木で滋iまうJ
古 <11'ら伝わっている草や木を使った遊び

を、山野老揖吉ながら昨酷しよう。

・摺8 5月12日 〈水) 9 時3日分 ~ll時3C分

・場所金百付近

-定員 30人
・申し込み 5月 2日まで住授はがきで。

会土曜観察会

高麗山、湖南平の動・植物を輯覇、記鑑し

ている。委参加希望者は、 6日間切手間封のうえ

申し込みを。課内曹をお送むずるa なお、博

物館畳付でも配布している自でと利用在。

・毎月第2・揮4土曜日 14時~17時

公裂を見る会「惑星を見ょうj

集合した績星者観察する。書加自由な自で

当日は、掛学教護へお集ま!J者。なお、雨夫

妻曇天の時は、斜学教室室内で開く。

・耳耳目 5月 8EI (土)18時~20時

会プラネタリウムの投影

当分の関、プラホタ!1ワムの投影自は、毎

週土曜日と、情綱臼曜日に符う。 B輔自の投

影については、事前に問い合わせのうえむ来

館在。

会 休 措 日 銭i畠月曙目、 4月29白、 4月初日

5月 4日 5}l5日

台博物館干254浅間前12-41電 話33-5111

日曜日 9時~16時50分
会休輯尽 銭i畳月臨a、 4}l29日、 4月初日

5月 4日、 5月 5日

会図書害賠 干254浅鶴町12-41稽話31-0415

ft!当然観察会

一新輔の箱植をたずねよう

箱根の地盤、初衰由野鳥などを観察する0

・期1'1 5J'l16日(8) 扇天中止

・コ」ス 箱摂大湧谷・事前出付近

・申し込み 4 J'l30日までに往復はがきで。

多散のと吉は抽せんで30入。小学校3年 以

下は保護者間伴のιと。

女みんなで議べよう

-壊のツパメ 吾 聾 そ う ー

博物館では、市内白Yパメ分布調査を行っ

1いるが、 ζ れに協力していただける方を探

している。ただし、小学校4埠以下は、大人

iJ'同伴してくだ古る方に探る。

-調査内容 Yパメの単を見つけ、地図上に

置録をする。

・打ち合めせ 5月 2日仁日) 13時~15時
金場・博物館耕学車控室

調査各自っとう由よい 1~28問符う。

・まとめ 5月13日〈日)13時 -16時
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ft挟商会

・5月 9日(日)1α時、 14時
「東大寺大仏殿昭和大構灘j カラ」計82分

昭和50年初夏11'ら54昨春まで、 4年の歳月

をかけて完成した:工事を、 3部にまとめ記録

したもの泊 1部は、スライド主法による須屋

根町完成まで。 2部は、下層白農相田搭復、

瓦由製作。 3部は、上軍の屋担、鵠沼(しぴ

@しゃちほこ〉、鬼瓦自悼復。

会こども映磁会

• 4月18日〈日)10時、 14時
「銀河酷送 999Jよ!J(カラーアニメコ

アンドロメダの雪女・佳輔 25分
心やさしい花の都お分

• 5月16日 (8)1α時、 14時
「謹白王子さまブテブタンス」小さな約

束力ラ-7ニメ 30分
やさしさ、莞しさを見央う ζ とむない、患

の三王子苫まの素晴らしい物語。

「莞しいさいむの一葉Jカラーアニメ19分
オ}ヘジ!1自名作。喪しい購入愛と、滑

らかな心昔、わかりやす〈霊訪問的費扇でまと

めたもの。

カ登録替えを

今月iJ'io殴書怨利用券の登録替え手続きを

仔っている。 54年度に設録された方 E利用券

に54、旬、 56の印がうたれている〉は、有効

用銀が切れている自で手調書在。また、 55、
56年度に登録された方は、住所在確認のうえ

57由却をうつので、それiJ'らむ利用者。

会務贈時持軍

'費出塗、番考室、学習室芸 9時-16時5出合
ーこども室 j(-土曜EI 13時~161時5似合



感受付帯噛午後1時-2時

盤母子健康宇銀本冊・掴J冊、鑑記照

典を持番 (37)>fl渇は本憾のみ〉

[3'台、月児1
5月 7B 57年 1月 1B-10日50
5月19自 57年 1月11B-初日生

5月初日 57年 1月21B-31日生

日 歳 児3
5月 6日 54年 3月 1B-1O自主E
5月2司自 54牢 3月11日-20B主主
5fl27日 54年 3月21日-31自主邑

轟轟轟轟

盟欝韓議盟趨譲麟

盟 時音量冒荷重富盆描司主遺留盤

繍封書夜接種当日に満12か月を経過

して72か月未満む幼児a 主主揖18か月

から36か月由聞に畳げるのが一番よ

い。

署富撞種方法関業痕・病院で年間

(7-8月在韓<)を混じて接種で

きる。接種創立医師とむ相艶を。原

則として主治医で受けるa

豊富料金 無軒

綴持委参ずるも白 斑芋健康子輔、探

険薮

生 後10か月から12か月釆織田揮ち

ゃんが受げる健議診断. <わしいこ

とは平曜時健所 (32-0130)へe

5月中に 87>'}奇から檎1識になる

お子さんを対韓に箆<.

磁金湯平甑傍叩理問講堂

綴臼時 5月14B午控1時30分から

瀦母子健康苧輯と筆記用具を持番

※重量密公民銀

13日 金自公民諸島中E託公演壇富

民間時公民鵡

14日 神限公民鎮、民金際公民館

出掛島公民豊富

冨贋或L'"B唖r.....i:酷湿圃

満 1歳までの赤ちゃんならどなた

でも受けられる.時閣は 9時3出合か

ら1師時刻分、母子健康苧輯を持番。

4月27日組公E櫨

5月 6日吉沢公民銀

5月10日 市唱哲努B金書韓重量

5月11日金自公民灘

-E岳遭圏証拠園時胴長適量

纏 簡 1期 3窃受廿る

・対象 2線(24か月〉か04銭〈掛

か月〉まで白幼児.なお、接種間痛

は 2間 3回とも 3週蝿から 8選闇.

磁揮2調書 1回受ける

・対象欝1織の 3回目tJ'終わって

か ら 1年以上1年 6か月以内の綴聞

に受げる.なお、第1鍛を串めに受

けて、揮2期もなるべ<4歳までに

鰐了ずるようにしていただきたい.

[4月1
21日 高富祉虫館、鍵保品館

活公民館

22日 大野公民灘、横内路地援金場

斑豊田公民館

23日 揮 健センター

民中央護協土沢支所

覇盤輯韓議議轟
盤金揚保鍵センター

盛時間午強1時-2時

瀦母子健康苧帳本冊・日j冊と軍記用

具を持酔

4月初日 55年10月21B-31日生

閣金揚保鍵センター

露受付時閣午控1時-2時
怒母子健康芋暢と筆記用具を持参参

4月22日 55年10丹生

5月13日 55牢11月生
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帯 力 粉 1均

1 ~パック

65m41国入

賭 l∞z
M10個入

10.ポ

18 Q配達

砂輯

"!t:ラダ油

小麦粉

しよう?由

トイレット
ペーパー

絃再

鶏卵

ブロノてン

灯油

お年寄りに豊かで識しい毎日を送っていた

だくために、認社金銭では、趣味の講盛田受

講生者算揮しています。各コース初心者向け

な自で、お蝿軽』こ色害加をき。

。寅 措市内在住60歳以上の方

。申し込み 4月19日から受け付けるので穣

ネ止金館へ留軍話で申し込みを。ただし、 1人
1コ}ス。先着線。費寵話33-2333

・苧望書 (5月-2月〉欝1、 2木韓日 20人
.沼本輯E覇(5月-2，Fl)第1、3火輔自 20人
・遡望書 (5月-2fl)未定 20人
・蝿しい韓植え・毅韓 (5月-2fl)
講 4木施日

・水鏡置曹(5月-9fl)揮1、3木曜日

.コー晋A (5月-2月〉鱒1金曜日

人
人
人

お
お
初

青年教室とは、青母が晶綴者利熔して生活

控捕特齢、教盤などを高める「学習と仲間

づ<1>のひろばJです。

コ ース

( 1、ペン牢事組

( 2、手工芸学紐

1 3、制緩牢輯

) 4、レクリョzーシ議ンリーダー苧組

。期購 57年 5月-58年 2月選1随

。揖措市内在住または従動自背母男女

原則として18績からお弱までの方。

0申し込み b月15日までに申込書嘗臼警少年

擦に畠畠〉控曹少年事現へ.
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に
支
障
が
あ
る
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弔
重
苦
続
け
て
い
た
戸
げ
る

制
援
を
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け
て
や
ま
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o
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培
、
身
の
ま
わ
の
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経
ヂ
恒
通
院
自
升
こ
れ
ら
の
重
喜
織
し
で
身
の
ま
よ
う
努
力
ち
て
い
ま
す
。

老
人
一
全
身
樟
僚
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布
告
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持
務
に
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)
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に
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く
。
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望
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れ
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鶏
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せ
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捨て犬、捨てね

自らねζ 田芳動在と、犬ねζ

による危曹を紡ぐため、今密も次の日穫でい

らなくなった犬、ねこの巡E苦収容を符う。

当日、犬を出される方は II'IlかんJ I犬白

鑑本LJ I注射器専禁J r愛犬宇慢j を持参参のう

え、会場へお出1)'けを。なお、収容車の停留

時間は10分。また、むこは麻袋かダンボール

穏に入れていただきたい。

5n 1 尽 (ニ主) 5 丹8 El (二七〉

9 '00 神田公箆皇室 9 ∞ 松原公民館

9 '25 大野A民主宜 9 '20 須賀公民館

9 '50 豊田公民鐙 9 '40 花水公民館

10' 10 城島公民館 10' 00 重富士見公民館

10' 30 金田公民館 10' 30 中原公民館

10 '50 岡崎公民館 10 ' 55 絹公民館

11'10 金自公民館 11 ， 15 吉沢公民鐙

穏構)11河口よ自薦入銑摘を望む C昭和2年〉

穏模JlI湾問

相模)1ゆ向口はJil床7うす低〈、海 示している。 ιの接、在曜日iの流れ

ガてが侵入して輯水状を呈している ! は、洪水むとという程に数百滞在茸

ととから、潟南部来〈いたこコと Iこ寄り東に寄った。モして東に寄

呼ばれ、沼南平と並ぶ平援の観光 t れば語廷にガてを無〈し、西に寄れば

地になっている。また南東方には 土地を欠いて住箆を罰らせた。

広い干潟があlJ、水鳥類にとって ; また、 ζ の文書は、 ιの前年由

は絶好回生息地になっている。 大賀讃〈元禄の昌喜東地方式地鑓〉

C由河口がこむ接な状舗になっ j 揮波による土砂田流入によって)11

たのは、そう古いζ とでなく、問 。 が埋ま fつ、 ζ れをさらったが上流

治のιろまでは新編相模風土記稿 ; からの水勢が無く、浪鼠によって

のいう「梧槙111、東方の村境を流 ;11を埋めてしまったとしるす。寄

れ贈22間余、貿唱の方に変幻て海 ! 酬について延事 4年(1447)の記

に注ぐ。古相模;11、村落に添いて : 輯には長吉 800間、樋平均30簡と

流る。編 6爾ばV'lJJC')cと〈、 ! あ D、ζ の年、 ζ の寄洲は須翼・

馬入構あたlJからはじまる中央町 j 輔島両村の入金棋と決定した。

大宮な中泌をはさんで、Ji目立2つ i 中削こは望号里村の矧1!'2.5時

lこ分かれて流れ、また枝打ち際に i 金あったが、主主燈4母 (754)以

は寄1'111が東方に長〈突き出て、百 i 煎の出オてですべて押し流したとあ

JIIの流路在阻んでいた。 る。中洲由浸食は己のιろから拍

向口の変化者年代を追って知る : まったと見てよかろうaζれが消

ιとは、須賀白箆史を知る上V"o 滅したりは窃治中期から抽まった

しても大切なととであるが、それ i 砂利採取による。

をまとめたま滋はない。しかし混 i 窓口!と海と直接つながったむは

告銭る華強世継ぎ合わせると、大 wl冶42年の大出水o時かといい、

悼次むようになる。 そり後、上流由ダム建設によって

中島・樹高とむ境に新しい111がで i 水量制噛少したためCCIこ事務官墨

書たζ と、換言すると中野刊ができ l を設けた。巴れによって流水はζ

た由は元様17年(17倒〉以部的ζ : ι』こ重量まり新JIIは干し上がった。

とで、 cの時由文曹に古l河田Eと : て文章電 臼井弘〉高指たず相{草市

ほかlJ出ていて、よ<Cのιとを : 史書富吉九擦〈努癒31-{)429コ

くお>
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、
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流
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熱
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安
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一
一
一
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会
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在
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雨

量
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、
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翼
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あ
さ
ら

に
は
言
議
色
弱
め
が
出
ず
、
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め
て
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詳
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滋
滋
惜
揮
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も
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b
セ
E

つ
で
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遊
戯
的
で
も
何
も
で
吾
子
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っ
た
ま
ま

治
療
も
踏
め
詐
レ
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、
そ
の
中
田
B
着
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主
如
、
詩
々
仁
動
け

で
A
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、
砂
の
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電
卓
や
自
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よ
Y

つ
に
な
b
、
木
由
形
芋
レ
た

動
選
の
車
輔
が
め
り
込
み
動
か
ず
人
間
白
像
表
作
っ
た
D
大
き
な
山

う
な
り
な
が
ら
や
っ
と
動
く
と
い
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稿
く
つ
か
ら
動
物
た
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ど
ん

う
状
混
を
何
思
議
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た
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ー

た
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乙
れ
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、

A
君

の
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二
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w

鯵
ジ
を
義
一
混
ず
る
よ
r
つに

心
の
中
の
状
況
妻
わ
号
J

一

、

明

な

D
ま
し
た
。
そ
の
こ

し
て
い
る
よ
う
に
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弱
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〆
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ろ
か
長
前
と
は
う
っ

止
め
ら
れ
ま
す
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会
一
二
含

γ持
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わ
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五
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長
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4
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っ
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B
若
様
子
が

し
た
字
選
培
ふ
り
お
警

4
F
K
報
告
さ
れ
る
よ
う
た
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と
な
び
て
い
る
反
朗
、
』
一
寸
4
4
ご

E
3
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母
親
か
晶
画
離
れ

γ鴇
判
口
じ
行
け
な

C
の
よ
う
に
1

平
供
た
ち
が
向

か
っ
た
り
、
お
ね
レ
ょ
が
あ
っ
た
ら
か
の
症
状
夜
中
山
T
時
は
、
子
供

り
し
ま
す
。

A
君
が
本
央
持
っ
て
自
身
、
心
の
あ
り
方
を
事
ス
よ
ー
フ

い
る
心
の
中
白
エ
永
ル
ギ
ー
は
、
弁
じ
て
い
る
時
と
思
え
ま
す
「
潤

乙
の
遊
び
に
衰
混
さ
れ
た
よ
う
に
題
沼
」
と
否
定
的
uiL
受
け
止
め

砂
に
め
り
込
み
自
由
に
動
げ
な
い
ず
、
前
向
き
に
受
け
止
め
て
い
〈

で
い
日
空
雪
予
ず
。
こ
ん
な
A
雪

ζ
と
炉
、
平
良
の
心
の
民
間
震
に
つ

も
向
田
か
む
治
揮
を
議
ね
心
の
住
な
が
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

。巡回日程 4月17臼〈土)1α時-15時金田公

民館/4月20臼('}()10時 -15時 策京官底力/4
月22臼仁木〉・ 23日仁金)lC時-15時 東海式学

/4R24日〈こり 10時-15時ダイクマ駐車場 C
しらさ吉ライオンズクラブコ・紅谷防府平前(な

でしこライオジズクラブ)/4月初日〈金)1日時
-15時全壊技術センタ -/5月 6臼ぐ木)10時
-15時 東海大学/5月 9臼〈臼コ 1官時-1日時
平揖叡前〈東路大学ロ}ターアクトクラブ〉

山~-ご協力品自治?とうございました~-円

高砂書斜I業仁韓)64;本、トヨタオート神奈川

36本、高閣波熱槙〈揖)46京、横内地区白油会62
志、なでしιライオンズクラブ 136本、三共化成

工業〈棋)86~丈、早耳製開所33京、モダンプラスチ

ック21本、ロロコ製惇所23車、=:;和ケミカノレ35京
、車R隣街頭117本

母早場八景罷マ詩型甫平、沼南潮来、平壊砂丘夕映え、諜

自前高神社、八幡山公豊富、霧降Dの滝・松筏寺、七

綴時・珪註喜多E宜、金ElIIIと観音笈

。カラー キャピコネ以上回つ切まで。スライド35~v
民自黒は華鏡しない@組写真はな遺躍を。

。締め切担 5月20日仁木〉

。送 担 先 手254平壇市浅間国J9-1
平器市輯光鵠品事務局およびカメラ商経由加盟諸
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